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二台のブルドーザーがフルに岩原する　こ文一友田線道路改良工事

自
衛
隊
の
協
力
で
道
路
改
良
工
事
に
着
工

－
i
i
尾
崎
二
　
又
～
友
田
線

は
完
了
す
る
兇
込
竺
C
す
。

な
お
條
露
蔓
の
山
口
南
は
、

方
薬
隊
一
同
立
派
に
工
事
を
完
成
し

町
の
期
待
に
こ
た
え
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

工
確
の
概
略

A
巾
員
　
六
・
弄
メ
ー
ト
ル

会
長
　
二
重
二
回
メ
ー
ト
ル

繰
上
景
一
四
、
五
五
二
立
方
メ

ートル

岩
石
媒
破
　
「
〇
〇
二
立
方
メ

町
の
蘭
郡
丘
陵
地
帯
i
－
．
の
開
発
を
図
る

尾
崎
二
又
－
友
周
縁
の
通
鵡
改
良
工
事

は
、
地
元
の
多
年
の
熱
望
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
土
地
所
有
者
の
無
償

提
供
と
、
日
精
螺
の
協
力
に
よ
り
、
十

月
二
十
日
、
い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
ま
し

た。
こ
の
工
事
は
、
自
術
隠
涼
に
槌
づ
く

離
外
工
事
で
、
小
石
既
と
ん
の
第
一
〇

八
施
設
大
隊
作
業
隊
長
山
口
．
周
以
下

二
十
九
名
が
尾
雌
舎
請
に
離
し
・
　
　
　
　
－
ト
ル

フ
ル
ド
サ
ー
言
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
笑
目
　
七
〇
九
八
台

⊥
台
爆
撃
ツ
ト
そ
の
他
泰
備
　
B
フ
ル
ド
ー
サ
ー
に
よ
雇
態
行

し
・
菱
雰
か
た
ぬ
集
－
喜
々
進
　
C
工
期
十
月
二
宮

営
て
お
り
・
十
言
蔦
だ
空
音
∴
∴
∴
∴
∴
・
＋
∴
三
吉

〝
い
よ
い
よ
工
事
に
着
工

践
木
小
待
望
の
屋
内
運
動
場
〝

－
東
洋
建
設
（
水
巻
）
が
落
札
－

か
ね
て
準
備
中
で
あ
り
ま
し
た
高
木

小
学
校
屡
円
運
動
城
塞
葦
の
建
粟

は
、
よ
う
や
く
そ
の
投
出
膏
が
で
き
上

り
ま
し
た
の
で
去
る
Ⅱ
月
1
6
日
主
事
入

札
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
親
米
、
水
巻
剛
の
粟
津
怒
記
株

式
会
社
が
七
四
〇
万
日
で
落
札
決
定

し
、
1
0
月
2
0
日
か
ら
い
点
い
よ
ー
事
に

高
手
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
施
薬
さ
れ
る
犀
商
運
駒
場

は
、
南
都
二
二
坪
の
肇
巾
鉄
骨
華

平
家
建
、
カ
ラ
ー
発
旋
長
尺
瓦
椎
雄
、

外
部
モ
ル
タ
ル
塗
、
ダ
イ
ヤ
リ
シ
ン
吹

付
仕
上
げ
と
い
う
近
代
建
築
で
あ
り
、

来
年
2
月
中
頃
に
は
完
成
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

議
　
会
　
だ

本
町
議
会
筋
∴
回
定
例
会
及
び
第
五

回
臨
時
会
が
右
記
の
と
お
り
抱
鎖
さ
れ

次
の
議
案
が
諦
潰
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
国
定
例
会

上
月
二
十
七
日
崩
無
　
実
駒
」
目

上
請
議
案

1
専
決
処
分
の
澄
ま
詣
試
ろ
」
と
に

つ
い
て
（
昭
和
囲
1
年
度
産
出
町
一

般
会
計
補
正
予
算
鐘
一
号
）

2
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
ろ
t
L
に

つ
い
て
（
逓
鉦
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
簸
醐
及
び
質
周
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
、
紡
改
正
に
つ

歴
で
長

3
闘
和
四
十
年
特
捜
押
印
極
点
共
済
専

業
特
別
会
計
櫛
車
子
持
（
朽
一
号
）

4
昭
和
四
十
年
度
遺
買
時
．
確
実
訂
縄

正
予
算
（
第
二
号
）

5
咽
和
四
十
年
産
連
押
印
棚
状
水
母
特

別
会
計
禍
市
予
算
（
笹
言
つ
）

籍
五
回
臨
時
会

九
月
三
十
日
純
然
　
ノ
末
期
一
目

上
怒
議
案

1
鵬
和
明
十
年
度
遠
賀
剛
一
般
会
計
禍

正
予
算
（
墾
言
3

2
遠
鉦
中
学
校
々
令
嬢
間
防
音
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て

3
遠
賀
町
一
般
職
醜
口
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

4
扱
高
蕎
‥
全
委
員
の
宿
命
に
つ
い
て

5
暫
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
遣
鑓
町
田
琉
醜
康
條
膜
椛

の
条
例
の
二
卸
改
正
に
つ
い
て
て
）

第
六
回
臨
時
会

九
月
二
十
日
福
袋
∴
会
期
一
日

上
穏
議
案

1
党
雷
の
締
結
に
つ
い
て
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遠
賀
町
教
育
委
員
に

小
松
範
三
郎
氏
を
選
任

九
月
二
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
伊
燦
輝
姓
氏
の
後
任
教
高
森
凸
に

つ
い
て
、
九
月
三
十
日
脚
催
さ
れ
た
第

五
回
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
小
川
町
長

か
ら
小
松
蟹
二
郎
氏
の
避
妊
に
つ
い
て

同
窓
が
求
め
ら
れ
、
議
会
は
金
員
一
致

で
こ
れ
を
議
決
し
ま
し
た
の
で
、
小
松

氏
が
昭
和
4
4
年
9
月
0
0
日
ま
で
囲
ヶ
年

の
任
期
で
逓
賞
町
教
群
零
し
i
l
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

態
宝
欝
の
経

大
正
2
年
1
月
1
日
駕
　
互
一
才

遼
鮎
同
大
学
を
良

職
業
∴
農
薬

塊
墓
逃
鎮
座
学
校
卒

遼
質
町
鹿
渡
踵
専

浅
本
心
P
T
A
副
会
長

逓
黄
巾
P
T
A
刺
会
長

築
蕉
製
薬
蒜

折
尾
彊
監
嵩

納

税

組

合

を

表

彰

がん衝瓢・P

昭
和
如
華
麗
納
税
離
合
の
褒
彰
式
が

去
る
的
月
工
2
日
年
間
1
0
時
か
ち
違
算
印

公
民
館
別
館
に
お
い
て
、
金
納
税
組
合

代
襲
老
列
席
の
も
と
に
開
偲
さ
れ
ま
し

た。
席
上
、
小
川
町
長
か
ら
、
乎
寮
の
納

税
に
対
す
る
深
い
理
解
と
協
力
に
対
し

て
の
感
謝
と
、
今
後
一
層
納
税
組
合
を

拡
充
し
て
町
の
発
展
に
協
力
下
ざ
る
よ

う
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
引
続
き
客
納
税

組
合
に
表
彰
状
授
与
、
な
ら
び
に
筏
長

都
塔
に
対
し
て
特
別
泰
時
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

特
別
表
彰
部
落

○
老
良
　
O
L
別
府
　
○
滝
本

○
鳥
浬
　
○
若
松

以
上
五
部
落

号4－0第

浅
木
婦
人
会
支
部
表
彰
を
う
く

国
民
年
金
保
険
料
納
付
組
織

優
良
地
区
と
し
て

去
る
十
月
二
十
二
日
、
福
岡
証
の
九
　
社
会
保
険
庁
長
官
か
ち
の
感
謝
状
贈
呈

州
相
互
銀
行
会
議
室
に
お
い
て
、
昭
和
　
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
町
浅
木

四
十
年
度
県
下
の
各
市
町
の
間
尺
年
余
∴
窮
人
会
誌
（
代
表
森
み
つ
え
）
が
嚢

棟
険
料
紙
付
紐
緻
億
良
地
厚
に
対
す
る
　
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〝
み
ん
な
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
〝

◎
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

農
近
フ
ロ
パ
ン
カ
ス
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
次
の
こ
と
に
御
津
慈
下
さ

〇
万
ス
ボ
ン
ベ
は
、
必
ず
案
の
外
に
お

く
こ
と
。

○
コ
ム
笹
は
、
不
必
要
に
貴
く
し
な
い

こと。

○
カ
ス
も
れ
の
に
お
い
が
す
る
と
き
は

す
く
点
火
し
な
い
こ
と
。

○
こ
と
も
に
は
ガ
ス
レ
ン
ジ
を
絶
対
に

ぎ
わ
ち
せ
な
い
こ
と
。

○
日
ご
ろ
か
ら
こ
ど
も
に
カ
ス
の
お
そ

ろ
し
さ
を
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
。

⑪
震
繁
期
防
犯
に
つ
い
て

み
の
り
の
秋
を
迎
え
い
よ
い
よ
饅
纂

期
が
迫
り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
糊

に
は
幾
象
の
手
薄
に
乗
じ
て
経
理
軍

政
が
多
発
し
ま
す
の
で
、
お
互
い
に

防
犯
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

○
不
館
肴
が
都
路
を
っ
ろ
つ
い
て
い
る

崎
は
、
陶
う
三
野
両
隣
り
で
用
心
し

ま
し
ょ
う
。

○
肇
露
草
に
す
る
臓
は
、
隣
り
近
所

に
期
み
ま
し
ょ
う
。

○
戸
締
り
は
、
厳
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ま
と
ま
っ
た
金
は
、
貯
金
し
、
自
宅

に
お
か
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
杢
葉
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注
虚
し
ま

し
ま
つ
。

㊦
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
の
事
故
防

止
に
つ
い
て

O
n
月
1
日
か
ら
狩
猟
解
禁
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
期
閲
に
は
各
地
で
華

故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
、
事
故
を
一
件
も
起
さ

な
い
よ
う
狩
猟
銃
砲
所
有
者
は
特
に

次
の
点
に
清
澄
し
て
下
さ
い
。

1
人
の
居
る
方
向
に
鈍
を
向
け
な
い
こ

と。
2
I
霊
肉
で
袈
て
ん
し
な
い
こ
と
。

3
鏡
は
、
床
の
間
、
納
思
簿
に
お
か
な

い
で
悠
同
に
十
分
進
軍
す
る
こ
と

4
猟
に
出
る
と
き
は
、
狩
猟
免
許
、
所

持
許
可
－
詔
は
必
ず
掠
っ
て
お
く
U

と。
5
人
象
の
近
く
で
発
砲
し
な
い
こ
と
。

6
鏡
の
催
槌
用
後
に
は
、
必
ず
我
弾
を

硲
め
る
こ
と
。

1
火
嬢
類
は
「
カ
ギ
」
の
か
か
る
容
器

に
納
め
て
お
く
こ
と
。

8
銃
は
、
絶
対
に
他
人
に
は
墳
き
な
い

こと∪

9
銃
を
使
用
す
る
滴
に
、
鏡
が
故
障
し

て
い
な
い
か
蚕
か
を
確
め
る
こ
と
U

1
0
銃
を
ひ
き
つ
っ
た
わ
、
銃
で
物
を
摸

さ
な
い
こ
と
。

以
上
は
折
尾
警
察
薯
か
ら
の
お
知
ら

せです。

御
寄
附
御
礼

こ
の
た
び
次
の
方
か
ら
、
町
社
会
軸

祉
協
機
会
に
細
寄
附
を
破
き
ま
し
た
の

で
紙
上
を
も
っ
て
激
舎
所
々
御
礼
申
上

げ
ま
す
。

一
金
∴
壱
対

敵
的
溝
も
と
氏
香
典
進
と
し
て

遠
賀
川
　
内
藤
一
雄
殿

一
念
－
壱
封

故
柴
田
二
手
撥
氏
裔
煎
速
と
し
て

逓
鮎
川
　
柴
田
　
ア
キ
殿
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第

一

回

町
民
体
育
祭
盛
会
裳
に
終
る

ルルの報瞥

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
に
繰
広
げ

ら
れ
た
第
一
圃
町
民
体
西
条
は
な
こ
や

か
な
内
に
も
終
始
線
戦
を
股
醐
し
印
民

こ
ぞ
っ
て
楽
し
い
一
日
を
過
す
こ
と
の

で
き
ま
し
た
こ
工
を
感
謝
い
た
し
ま
す

そ
し
て
隼
を
追
う
毎
に
こ
の
体
宵
祭

が
盛
ん
に
な
り
町
民
相
互
の
親
睦
に
又

フ
エ
ヤ
プ
レ
ー
の
糀
神
を
養
う
肇
が
で

き
ま
す
な
ら
幸
甚
の
至
り
で
あ
り
ま

す。
蕪
戦
の
あ
と
薫
り
み
て
結
集
を
説

破
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

“
巳

総
合
成
紙

白
組
（
浅
木
校
区
）
し

赤
組
（
勝
間
校
庭
）
六

二
青
年
女
手
リ
レ
ー

1
滝
　
本
　
2
尾
∴
騎

3
本
　
守
　
4
品
∴
池

二
、
婦
人
会
リ
レ
ー1

虫
牛
津
　
2
老
∴
良

3
高
∴
零
　
4
本
　
で

5
尾
　
略
　
6
追
狙
川

二
、
昔
年
男
子
リ
レ
ー

1
木
　
肇
∴
2
別
　
府

3
今
古
費
　
4
浅
　
木

5
若
∴
松
　
6
尾
∴
崎

囲
、
職
墳
リ
レ
ー1

役
親
A
　
2
幾
協

3
役
精
B
 
l
新
西
工
業

5
石
的
組
　
6
小
学
校
A

五
、
第
．
ナ
小
中
学
生
槙
原
対
抗
リ
レ
ー

1
位
　
出
門
佼
匿
A
組

（
由
雄
、
蓄
松
、
鬼
津
）

2
位
　
揚
間
接
区
C
組

（
遠
使
用
広
漉
）

3
位
∴
浅
木
楼
匿
A
組

（
木
雪
老
良
）

4
位
∴
浅
木
枝
陛
B
組

（
東
町
、
西
町
、
上
別
府

若
は
台
）

5
位
　
雷
門
校
区
B
組

（
今
山
空
虚
崎
、
別
席
）

6
位
∴
浅
水
校
医
C
組

（
虫
基
経
、
潅
木
）

六
、
女
子
小
中
学
校
厚
対
抗
リ
レ
ー

1
位
　
品
質
雀
B
組

（
尾
撃
今
高
空
別
塘
）

2
位
　
塵
四
校
匿
C
組

（
広
漱
、
逓
使
用
）

3
位
　
龍
田
校
区
A
組

（
雌
沖
、
若
松
、
鬼
葎
）

4
位
∴
浅
木
佼
塚
C
紐

（
虫
坐
湿
、
茂
木
）

5
位
∴
浅
木
校
医
B
組

（
ヒ
別
府
、
若
は
台
、

松
く
い
虫
駆
除
に
つ
い
て

わ
が
国
の
森
林
は
戦
鵬
、
戦
後
に
お

け
ろ
過
伐
こ
れ
に
加
え
て
近
年
数
次
に

わ
た
る
台
風
等
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
荒

塵
し
、
そ
の
た
め
体
内
に
は
未
処
理
の

ま
ま
伐
倒
木
、
風
倒
木
、
枝
集
病
害
虫

木
な
と
が
確
離
し
こ
れ
ち
牽
甲
心
と
し

て
森
林
雷
虫
と
く
に
松
く
い
虫
類
が
紫

苑
激
増
し
、
全
国
各
地
に
大
葬
若
見

る
に
登
り
ま
し
た
が
、
本
町
に
お
い
て

も
松
村
は
蚕
食
さ
れ
て
お
り
、
や
が
て

は
全
滅
す
る
の
で
は
な
い
が
と
懸
念
さ

れ
ま
す
。

扱
く
い
虫
ま
ん
延
防
止
の
た
め
緻
富

木
所
在
薯
に
は
徹
砥
し
た
駆
除
を
実
行

し
て
い
た
た
が
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

放
く
い
虫
養
鯉
険
し
、
そ
の
ま
ん
延

を
子
防
す
る
た
め
に
は
ま
ず
の
針
葉

の
変
化
の
樹
確
の
変
化
の
樹
皮
の
食

狼
の
有
鰹
等
の
機
別
に
よ
る
串
期
発
見

が
必
要
で
す
。
次
に
駆
除
の
方
法
と
し

て
ほ
の
伐
倒
、
は
く
皮
、
焼
却
が
あ

り
ま
す
が
、
役
嘗
木
は
伐
り
倒
し
た
ま

ま
い
つ
ま
で
も
林
内
に
放
距
し
て
お
く

こ
と
は
最
も
危
険
で
す
か
ち
速
か
に
、

は
く
皮
焼
却
の
措
置
を
行
っ
て
下
さ
い

い
薬
剤
駆
除

現
在
林
野
庁
で
適
当
と
認
め
て
い
る

薬
剤
は
T
I
L
・
斤
乳
剤
で
、
こ
れ
を

樹
皮
上
か
ゝ
嶋
崎
篇
蒸
篭
で
薬
液
が
し
た

た
り
落
ち
る
程
暖
に
撒
布
す
る
と
強
力

空
似
透
カ
に
よ
り
、
樹
皮
下
の
雷
雲

殺
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
薬
剤
の
購
入

、
催
耕
法
等
に
つ
い
て
は
経
済
課
に
間

合
中
一
卜
さ
い
。



1）

272322∴∴I申17
日　白　日∴∴1時　同

航
空
シ
ョ
ー
え
ど
う
ぞ

I
H
月
2
1
日
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
－

号4
一

‥
0第妙んお報町

航
空
由
綺
墜
‥
煩
雑
地
で
は
、
欄
序

5
周
年
を
記
念
し
て
、
班
会
式
典
を
は

じ
め
銑
掌
シ
ゴ
ー
な
ど
次
の
と
お
り
多

彩
な
行
雄
が
行
な
わ
れ
、
広
く
一
般
に

公
開
さ
れ
点
す
の
で
触
覚
き
れ
ま
す
よ

う
お
し
ー
h
せ
し
ま
す
。

◎
自
衛
隊
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド

Ⅱ
月
2
0
日
（
＋
）
ュ
5
晦
－
1
5
鵬
5
0
分

遠
賀
営
葦
川
場
幽
－
役
場
前

◎
記
念
航
空
シ
ョ
ー

Ⅱ
月
2
1
日
（
U
l
O
的
－
1
4
時
0
0
分

館
空
白
碕
－
樵
雷
鳥
茄

行
　
事

○
記
念
式
典

観
閲
式
等
．
硬
に
広
く
余
聞

○
視
即
知
略
据
行

目
縮
階
の
各
軸
歓
空
旗
に
よ
る
大

編
隊
蟻
行

○
フ
ァ
ン
シ
ー
ト
リ
ル

航
空
半
生
に
よ
る
ト
リ
ル
壊
滅

○
救
鰻
飛
行
壁
小

数
郷
救
助
の
客
種
飛
行
鎖
技
、
物

l
i
最
投
下
の
．
部
公
開

○
統
轄
飛
行

来
港
母
機
客
櫛
、
超
音
速
、
適
任

遮
、
そ
の
他

〇
枚
型
飛
行
綾
大
会

セ
ミ
プ
ロ
の
模
型
各
棟
螺
在
英
什

○
対
飽
攻
撃
飛
行

F
I
6
8
F
に
よ
る
対
地
攻
鷺
要
領

の
塵
不
飛
行

○
フ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
の
／
主
軸
高
等

飛
行

○
特
殊
飛
行

F
I
5
匹
に
よ
る
最
良
上
野
飛

行
は
か
各
種

○
規
整
撥
地
上
煉
示

陸
海
害
嶽
墜
米
海
空
雄
の
客

種
航
空
機

0
武
器
装
備
品
展
示

陸
上
自
衛
隊
の
火
砲
、
小
火
器
等

近
代
装
備
星
座
不

○
磐
英
撮
影
大
会

淀
士
フ
イ
ル
ム
、
日
報
進
筋
力
、

モ
デ
ル
多
数
参
加

章
雨
天
の
場
合

小
雨
の
域
合
に
は
決
行
し
ま
す
。

陣
雨
の
は
げ
し
い
場
合
に
も
記
念
式

典
、
映
画
、
ク
ラ
フ
活
動
の
公
朋
は

実
施
さ
れ
ま
す
。

今
月
は
国
民
健
康
保
険
税
の

第
三
期
分
納
期
で
す

納
期
限
　
十
一
月
三
十
日

期

限

内

に

納

め

ま

し

ょ

う

巡
回
婦
人
相
談
実
施
の
お
知
ら
せ

ー
　
日
月
1
7
日
水
巻
町
民
会
館
で
　
ー

女
性
の
方
で
、
日
頃
人
に
ー
‥
わ
れ
な

い
悩
み
ご
と
心
聾
L
L
を
持
っ
て
い
る

力
に
対
し
て
、
例
え
は
夫
婦
間
の
問

題
、
築
庭
の
閏
題
、
仁
術
の
問
題
、
鮭

坐
年
金
、
避
族
年
金
の
問
題
な
と
、
そ

の
他
女
軽
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
の
問
題

に
つ
い
て
、
補
間
螺
婦
人
和
詰
所
及
び

市
、
郡
社
会
稲
祉
協
譲
仝
聴
解
の
も
と

に
法
務
局
、
家
庭
賊
判
所
遊
び
に
照
度

生
蔀
の
髄
カ
に
よ
り
専
門
家
を
揃
え
た

巡
囲
相
談
が
掬
か
れ
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
、
剛
く
守
ち
在
ま
す

の
で
気
性
に
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
当
日
解
決
し
な
か
っ
た
間
脳
に

つ
い
て
は
必
ず
文
重
し
国
答
す
る
と
と

も
に
縮
後
の
指
導
は
、
地
区
痴
人
相
接

鼠
が
当
り
ま
す
。

一
、
日
時
1
1
月
1
7
円
（
永
）

受
付
9
暗
5
0
分
～
1
5
時

相
談
1
0
的
－
1
6
時

二
、
楊
　
薪
　
水
遊
動
町
民
余
録

三
、
そ
の
他
－
漣
露
は
一
切
飲
料

名

簿

を

確

め

ま

し

ょ

う

ー
基
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
－

言
亮
公
皇

告
示
第
二
十
三
㌦
に
塞
づ
き
町
税
滞

納
に
よ
る
違
約
物
件
を
右
記
に
よ
り
公

売
し
ま
す
。

己

一
、
公
売
の
日
時
及
び
場
所

昭
和
四
十
年
上
月
十
五
日
　
五
時

遠
賀
叫
僅
餓
財
務
深

一
、
公
売
の
方
法

遼
寧
入
札

「
公
i
．
揚
件

逆
算
勘
大
字
末
寺
字
間
橋
四
四
七
番

「
宅
地
　
壱
自
由
語
参
坪

一
、
電
話
∴
避
賀
川
虜
五
一
蕃以

上

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
期
筋
磯

に
聞
合
せ
ト
さ
い
。

行発5月年04和昭

公
職
風
拳
法
に
窮
つ
い
て
毎
年
九
月

十
五
日
親
坐
C
凋
離
さ
れ
る
韮
本
遜
挙

人
名
縛
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
綬
龍
し
ま
す
。

こ
の
選
挙
人
ケ
蓬
は
聞
知
鮒
隼
1
2
月

2
0
日
か
ち
晒
和
4
1
年
1
2
月
1
9
日
ま
で
の

一
年
閏
に
行
な
わ
れ
る
適
塾
に
僅
つ
塞

本
選
挙
人
名
攣
C
あ
り
ま
す
。

こ
の
名
簿
は
錠
般
こ
提
出
煽
っ
た
、

選
嫌
藻
塩
申
告
語
に
よ
り
実
態
を
調
査

し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
記
蛾
も

れ
、
誤
記
賞
頓
が
あ
れ
は
選
挙
の
と
き

枝
葉
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
駁
寛
期
間
中
に
名
簿
を
弛
め

て
下
さ
い
。

「
離
党
の
期
間

自
昭
和
畑
年
日
月
5
日

窒
ク
　
ク
　
n
月
1
9
日

午
前
8
時
5
0
分
か
ち
牛
後
5
時
ま
で

「
緩
速
の
域
新

道
貨
町
選
挙
禅
師
泰
L
I
余
事
新
局

（
遼
飯
町
役
域
内
）

n
j
J
（
霜
月
）
　
花
暦
（
つ
ば
さ
）

1
日
　
狩
り
ま
つ
解
禁

灯
台
記
念
日

2
日
　
白
秋
築
（
柳
川
証
）

3
日
∴
文
化
の
日

商
山
本
文
化
賞
轡
墨
式

フ
ク
ニ
子
現
高
文
化
賞
贈
呈

式

7
日
　
東
京
大
相
撲
星
川
揚
新
聞
紫

（
7
－
2
1
日
・
i
鶴
岡
市
）

8
日
　
立
冬

上
旬
∴
文
化
財
傑
漆
調
－
問
始
ま
る

1
5
日
　
七
重
一
高

年
質
ハ
カ
キ
売
出
し

八
幡
製
錬
所
薬
袋

九
州
各
県
対
抗
九
州
一
周
駅

伝中
電

動
労
感
謝
の
日

更
生
俵
攫
記
念
日



昭和雄）年度農民文化祭臨調向日i時喧
－12月5日　島門小学校で－

蕊良萌套即売会を4、5日2日間剛剛暗

ヽ　　　ヽ　　　ヽ

行場日

華所持

塵　品　　　　i橘

示∴謹
会　会

当∴護

昭
和
囲
－
年
度
の
捜
良
案
と
文
化
祭
を
か
ね
た
農
民
美
化
寮
を
葉
る
I
二
月
売
口
（
日
曜
日
）

り
悌
鶴
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
席
あ
た
か
も
潰
終
期
で
こ
薙
虻
の
こ
と
と
信
じ
ま
す
が
、

常
用
小
半
枚
に
掠
い
て
次
の
と
お

地
城
の
実
状
に
畑
し
た
住
民
文
化

の
向
上
と
、
農
業
年
商
に
虹
結
し
た
一
年
間
の
葉
柄
を
黒
々
に
吟
味
し
、
明
日
へ
の
往
聖
め
ざ
し
て
一

す
。
ど
う
ぞ
ご
鴇
力
、
C
を
川
の
は
と
打
順
目
し
ま
す十

二
月
五
日
（
日
曜
日
）

忠
岡
小
学
校
（
教
室
及
び
校
庭
）

一
∫
　
真
　
幸
一
日

十
両
－
座
i
席
i
甲
「
　
締

般
雁
物
か
ら
工
品
評
宣
三

笠
竺
響
誓
議
宗
全

糾

膜

輿

示

金

一

写
∴
貢
‥
般
　
示
　
余

文
芸
作
品
妓
示
会

時
　
分
∴
∴
鵬
…
介
－
出
品
搬
入
潮
目
九
・
c
c
－
二
三
・
〇
〇
三

九
・
〇
年
ィ
ー
一
五
・
〇
〇
　
で

ク
　
　
　
　
　
ク
　
　
町
内
客
農
機
具
席
巻
加

ク
　
　
　
　
　
ク
　
　
雄
大
会
友
練
出
品
（
白
面
作
品
）

ク
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
農
林
諦
宮
庁
よ
り
漫
供

ク
　
　
　
　
　
ク
　
　
姻
大
会
に
て
融
日
華
鰯

連
絡

〇
日
ユ
ニ
し
教
育
泰
は
会
苑
出
品

出
∴
拘
つ
、
チ
ノ
ン
・
一
会
「
発
．
〇
・
つ
つ

一

　

－

　

　

　

　

－

i

1

　

－

　

　

－

“

－

買
　
物
　
鑓
　
争
二
∴
九
・
〇
〇
～
一
〇
・
一
二
〇

㌔
＋
、
作
り
減
殺
三
つ
・
○
○
～
二
・
〇
年

参
加
者
i
J
i
戚
当
市
伸
日
当
軸
巌
、
申
草
堂

（
参
加
者
は
－
．
月
三
上
日
吉
で

教
習
香
川
会
的
込
）

ユ
ー
′
、
鳥
咽
駁
～
群
献
－
鬼
津
－
尾
嬬
子

別
踊
－
持
回
鞍
（
約
人
正
）

矧
」
初
女
工
名
聞
7
－
例
年
一
組
自
白
一
薄
謝

二
組
出
場

男
一
名
友
一
名
証
一
．
脅
出
城

阜
雷
ヰ
需
品
i
掴
続
航

舞
　
　
　
　
　
　
　
踊

編
棒
競
作
公
安
彰

そ
さ
い
立
毛
品
評
会
ク

客
種
品
評
鎚
示
会
　
ク

各
種
表
彰
勘
謝
綜
坤
斜
馴
輝

湘
　
落
　
総
　
合
　
ク

乳
業
鯛
需
品
満
会
　
ク

間
∴
仁
ソ
ノ
I
一
五
・
〇
〇
両
同
市
　
燦
舞
踊
団
一
行

三
・
〇
〔
∵
I
一
陣
・
〇
〇

昭
同
車
出
i
阜
序
言
吉
日
南

館
員
的
治
即
売
会

消
火
雑
兵
実
演
会

享　　　　－

四
、
五
　
自
一
個

随
∴
瞳
（
三
園
）

終
∴
∴
∴
∴
日

対
象
韓
日
　
稲
作
競
伸
会
、
買
物
、
包
装
、

む
す
て
作
り
施
枝

葉
親
橋
本
、
近
因
周
一
で
の
他
　
日
、
上
部
縮

約
広
場
に
て
即
売

四
日
は
公
民
館
別
憾
調
広
場
に
て
即
売

主
脳
　
述
質
町
消
防
聯

瓦
経
∴
遠
質
時
好
千
金



あなたは狙われていませんか9
秋
の
防
犯
活
動
の
カ
ナ
メ

秋
の

ス

キ

狙

う

三

悪

魔

痴
漢
・
小
暴
力
・
ア
キ
ス
泥

一
、
痴
漢

避
通
性
犯
舞
が
新
聞
釈
士
に
揖
塵
－

れ
な
い
栂
は
一
日
と
し
て
あ
り
ま
せ

ん。当
地
雄
和
に
お
い
て
L
：
て
れ
ち
し

き
行
動
を
と
る
：
言
ち
な
者
が
航

行
し
て
お
り
ま
す
。

遠
鮎
川
駐
在
所
又
は
研
霊
‥
需
＝
に

取
離
り
方
舌
製
品
は
し
て
お
り
ま
す

が
、
私
共
住
民
と
し
て
圭
磐
“
防

止
の
策
を
講
ぜ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
）

鷺
梁
で
は
海
溝
蘭
江
東
と
し
て
、
疾

の
中
を
一
般
に
叫
び
か
け
て
い
ま

す。1
　
暗
い
築
地
ほ
ざ
け
る
（
女
性
の

依
ノ
地
の
一
人
頂
き
は
絶
対
に
し
な

い
こ
と
J

Z
一
理
助
屈
／
享
お
そ
く
な
っ
た
場
合

は
考
お
二
人
で
屈
ち
ず
一
三

人
通
れ
克
っ
て
煩
え
る
こ
と
。

3
　
若
し
、
お
モ
わ
れ
た
場
合
言
取

初
か
ら
断
間
と
し
た
鮮
度
を
と
る

こと。

4
　
挑
発
的
な
服
装
や
∵
特
捜
を
潰

↑向

L
む
こ
と
。

5
　
万
一
お
そ
わ
れ
た
以
′
省
、
あ
わ

て
す
大
声
素
描
す
か
機
を
見
て
逃

げ
出
す
。

6
∴
被
告
は
早
く
届
け
る

（
被
告
薯
の
秘
密
は
守
ら
れ
る
の

で
、
は
す
か
し
が
ち
ず
届
け
出
る

こ
と
し

こ
、
ア
キ
巣
ド
日

収
種
籾
の
黒
《
託
は
例
年
、
ト
ロ
ボ

ウ
ゲ
リ
ラ
部
様
が
入
り
こ
ん
で
き
ま

一
）
十
葉
防
圧
と
し
て
汝
の
士
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
．

1
∴
必
ら
ず
柄
守
華
を
お
く

2
∴
手
－
“
綿
り
の
実
行

3
　
回
う
三
軒
函
隣
り
方
式
の
共
同

嘗
戒

こ
の
よ
う
な
、
わ
か
り
き
っ
た
享
が

忙
し
さ
の
余
り
忘
れ
お
こ
た
る
と
、
こ

っ
そ
り
と
被
雷
に
あ
っ
わ
け
で
す
。

「
小
暴
力

こ
の
小
葉
力
条
例
が
実
施
さ
れ
た
の

が
昨
年
の
8
月
1
日
短
女
に
対
す
る

卑
わ
い
行
為
も
勿
読
、
小
鬼
カ
防
止

条
例
に
足
反
し
ま
す
ー
）

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
地
軸
上
の
で

き
こ
と
、
集
束
、
お
祭
り
守
で
・
雪

こ
ん
な
行
為
（
例
え
は
、
届
女
の
駿

を
な
で
る
と
か
、
地
、
一
一
う
く
笥
）
力

お
こ
り
が
巧
で
あ
り
ま
す
が
、
小
さ

な
こ
と
だ
が
ち
と
が
、
か
か
り
あ
い

に
な
る
と
う
る
さ
い
と
一
室
丁
届
け

出
を
し
、
芸
の
で
は
女
解
の
敵
は
、

の
さ
ば
る
ば
か
生
じ
ず
。

と
ん
な
小
さ
な
［
速
力
で
も
許
さ
な
い

社
会
習
損
を
つ
け
、
犯
親
の
な
い
明

る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

昭
和
幼
年
慶

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

は
じ
ま
る

本
年
・
災
災
の
多
発
期
を
む
か
え
、

住
民
の
火
災
に
対
す
る
関
心
及
び
同
誌

を
深
め
、
あ
わ
せ
て
火
災
予
防
体
側
を

差
値
す
る
た
め
、
恒
例
の
秋
季
全
国
火

災
子
所
遊
動
が
裳
随
さ
れ
ま
す
が
当
町

消
防
刷
に
お
い
て
は
、
次
の
と
お
り
、

行
目
を
催
し
ま
す
の
で
、
御
協
力
下
さ

る
よ
っ
お
怖
い
し
ま
す
し

－
、
糊
憾
二
田
和
的
毎
1
1
月
純

白
I
1
2
月
2
日
　
1
日
間

二
、
行
事

①
　
雄
内
旧
師
消
防
団
の
用
間
中
に

よ
る
防
火
占
i
“
隼
ハ
レ
ー
ト
の
実

施

1
1
月
2
8
日
（
‖
）
9
唖

よ
り

千
代
丸
ロ
ー
別
府
－
居

間
小
芋
熔
卑
▼
松
の
木

－
追
質
川
里
防
1

川
上
へ
守
－
上
別
府
－

虫
牛
津
－
滝
本
－
考
良

－
退
祝
川
碓

な
お
∴
行
動
中
は
サ
イ
レ
ン
、
馨

鉦
を
彼
帰
し
ま
す
。

⑥
　
i
消
火
器
に
よ
る
消
火
実
駁
会
の

開
催

○
期
日
　
ュ
2
月
5
日
（
生
民
祭
当
日
）

○
理
研
∴
常
用
小
字
段
々
庭

C
梁
∵
窮
一
般
の
蒙
婆
C
は
プ
ロ

ハ
ン
カ
ス
或
い
は
石
油
コ
ン
ロ
等

の
宮
及
が
め
ざ
ま
し
く
、
又
毘
蒙

で
は
耕
掠
樵
等
の
燃
利
が
大
壷
に

保
符
さ
れ
て
い
る
理
会
が
あ
り
、

こ
れ
ら
に
よ
る
撫
殊
な
火
災
に
通

用
さ
れ
る
消
火
器
の
消
火
突
溺
な

ち
む
に
取
扱
い
の
畏
激
会
を
行
な

い
、
あ
わ
せ
て
即
売
会
も
い
た
し

ま
す
∴
シ
数
個
麦
葉
柄
見
学
下
さ

る
よ
っ
お
ね
が
い
し
ま
す
。


